認知神経科学過去問

2005．夏学期

認知神経科学期末試験（村上）

９０分、持ち込み不可

以下の問いに答えよ。（いずれも文章の長さは問わない。要点を押さえてあればそれぞれ簡潔な数個の文章で終わってかまわない。）

１．「主観的輪郭」と呼ばれる現象では、刺激内に存在しない輪郭が観察者にはなぜか知覚され、「アモーダル補完」と呼ばれる現象では、やはり輪郭の存在が観察者にはわかるという。これらの現象典型例を図示して、どのような現象かがわかるように説明せよ。

解答例）

２つは共に知覚的補完の１種である。

「主観的輪郭」はカニッツァの四角形などで例示されるように、

刺激内に存在しない輪郭が知覚され、また奥行き関係が

見えたり囲まれた領域が異なる明るさに見えたりする現象で

ある。

一方、「アモーダル補完」は遮蔽されて見えない輪郭の形状の

見当がつくというものである。「主観的輪郭」のように知覚は

されない。






２．ものの動きの知覚に関係する任意の錯視をひとつ挙げて、いかなる現象か説明し、その現象からわかる視覚の仕組みを説明せよ。

解答例）

仮現運動とは、電光掲示板で私たちが普段目にしているように、ある特定の位置関係にある光が交互に点滅すると動いているように知覚される現象である。実際には電球の位置は変化していないので、私たちが位置の検出と運動の検出を独立して行っていることがこの現象からわかる。

３．以下のキーワードをすべて用いて、認知神経科学の小論文を作れ。

　光　対比　錐体　色　分光感度　知覚　波長スペクトル
解答例）

私たちがものを見、色を感じることができるのは、光を視細胞が感知しているからである。一口に光と言っても、外界には様々な波長の光が存在している。日光（白色光）をプリズムに当てると光の波長によって屈折率が異なり、波長スペクトルが得られることからもわかるように、外界には様々な波長の光が無限の組み合わせで存在している。

では、その様々な波長の光に私たちの心はどのように色を着けているのだろうか。色の知覚に関しては、錐体細胞とそれに関連するメカニズムによって説明することができる。私たちは三種類の錐体細胞と三種類の神経節細胞をもっている。三種類の錐体細胞は分光感度が異なり、波長に応じて興奮の強弱が変わる。それらの興奮のバランスを神経節細胞が感知し、波長に応じて色を着けていくのである。

但しそれだけでは私たちの心に芽生える色を十分に説明したとはいえない。注目すべきことは、私たちの脳は対比を強調して認識しているということである。たとえば同じ波長の光であっても、短い波長の光の側にあるときの方が長い光の側にあるときの方が長い光であるかのように知覚される。これは私たちが微妙な色の違いを認識するときにたいへん有用である。

つまり、私たちはコントラストに重点をおきながら波長に応じて色を着けるメカニズムを生まれながらにもっており、そのため外界をカラフルな映像で認識することができるのである。

４．認知神経科学の授業を受けて思ったことを書きなさい。
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こんな感じで勘弁。
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【カニッツアの四角形』








